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 伪第 1 四半期決算はモバイル事業、アドテク事業とマンショ

ンインターネットの拡大をリード役に順調に推移

フリービット （株） <3843> は、 インターネット ・ サービス ・ プロバイダー （ISP） へのインフ

ラ提供や MVNE （Mobile Virtual Network Enabler ： 仮想移動体通信サービス提供者） として

の MVNO ※ 1 への参入支援、 バーチャルデータセンター （VDC） ※ 2 を中心とするクラウドイ

ンフラの提供、 インターネット ・ サービスにおけるコンサルティング、 ソリューションなど様々な

サービスを、主に法人向けに提供する。また、グループとしては、個人向けのISPやMVNOサー

ビス、 Web マーケティングサービス、 集合住宅向けのインターネット関連サービスなどの事業

を手掛ける。 また、2015 年にカルチュア・コンビニエンス・クラブ （株） との合弁会社であるトー

ンモバイル （株） を設立し、独自のスマートフォンサービス 「TONE」 を提供するなど、スマー

トフォン事業の拡大に注力中。 2016 年 7 月に東京証券取引所市場第 1 部へ指定された。

2017 年 4 月期第 1 四半期 （2017 年 5 月－ 7 月） 連結業績は、売上高が 9,209 百万円 （前

年同期比 43.4% 増）、 営業利益が 534 百万円 （同 41.9% 増）、 親会社株主に帰属する四半

期純利益が 104 百万円 （同 17.8% 減） となった。 大幅な増収 ・ 増益は、 1) 「freebit MVNO 

Pack」 ※ 3 やスマートフォン端末販売数の拡大によりモバイル事業が堅調に推移した、2) （株）

ギガプライズ <3830> のマンション（集合住宅向け）インターネット・サービスが好調に推移した、

3) （株） フルスピード <2159> グループのアドテクノロジー事業が順調に拡大した、 ――など

を主要因として挙げることができる。 にもかかわらず、 親会社株主に帰属する四半期純利益

が減益を余儀なくされたのは、 トーンモバイル ( 株） の事業拡大による持分法投資損失が増

大したことに加え、前期にあった子会社の資産売却による特別利益の反動減があったためだ。

2017 年 4 月期通期計画 （売上高 35,000 百万円、 営業利益 2,000 百万円、 親会社株主に

帰属する当期純利益 250 百万円） に対する第 1 四半期の進捗率は、 売上高 26.3%、 営業利

益 26.7%、 親会社株主に帰属する四半期純利益 41.8% となっており、 前年同期の実績 （売上

高 22.6%、 営業利益 19.8%、 親会社株主に帰属する四半期純利益 23.0%） をそれぞれ上回っ

た。 弊社では、第 1 四半期の進捗率が前期を上回る順調なペースとなっていることに加えて、

マンションインターネット、 アドテクノロジー事業及びモバイル事業の拡大が第 2 四半期以降

も続くと見込まれることから、 順調なスタートを切ったと見ている。

同社は 4 ヶ年の中期事業方針 「SiLK VISION 2020」 で、 既存領域のモバイル事業 ・ ア

ドテクノロジー事業の継続成長と、 生活領域における 3 つの注力分野である 「Health Tech

※ 4」、 「IoT」、 「不動産 Tech ※ 5」 の中長期での事業拡大を図ることで、 2020 年 4 月期に売

上高 500 億円、 営業利益 50 億円を目指している。 この一環として、 9 月に、 （株） 光通信

<9435> グループの （株） EPARK の子会社で、薬局総合ポータルサイト 「EPARK くすりの窓口」

の運営を始めとする薬局業界に特化した様々なサービスを展開する （株） EPARK ヘルスケ

アを連結子会社化し、 ヘルスケア事業へ参入した。 また、 同社では、 グループの技術力や

事業リソースを活かした事業拡大や新サービスの提供準備を行うとともに、 これからの世界

の趨勢を見据えたシード投資等を行っているともしており、 今後、 「IoT」 や 「不動産 Tech」

の分野での動きが具体化してくると予想される。

※ 1  M o b i l e V i r t u a l N e t w o r k 
Operator の略。 NTT ドコモ
<9437>、 KDDI<9433>、 ソフト
バンク ( 株 ) のような無線通信
基盤を有する事業者から回線
を借りて独自の通信事業を行
う事業者。

※ 2  データセンターの機能を仮想
的に構築し、 インターネット上
から利用できる仕組みまたは
サービス。

※ 3  同社が提供するあらゆる事業
者が低コスト ・ 低リスク ・ 短
期間で MVNO を事業化できる
パッケージサービス。

※ 4  “健康× IT” によりヘルスケ
ア領域に変革を起こし、 次世
代の健康管理メソッドを創出し
ていくもの。

※ 5  “不動産× IT” により不動産
業界に新しいサービスの潮流
を起こし、 IT を用いて不動産
関連サービスを進化させてい
くもの。
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 伪Check Point

・ アドテク事業やマンションインターネットサービスの拡大をリード役に第 1 四半期営業
利益は 41.9% 増益を達成

・ 1Q 業績の進捗率は売上高 26.3%、 営業利益 26.7%、 親会社株主に帰属する四半期
純利益 41.8% で前年実績を上回る

・ 光通信グループの EPARK ヘルスケアを連結子会社化し、 注力領域の 1 つであるヘ
ルスケア事業へ参入

期 期 期 期 期（予）

業績推移

売上高 左軸） 営業利益（右軸）
（百万円） （百万円）

 伪決算動向

売上高、 営業利益ともに前年同期比で 40% を上回る成長を達成

(1) 2017 年 4 月期第 1 四半期連結決算の概要

2017 年 4 月期第 1 四半期連結業績は、 売上高が前年同期比 43.4% 増の 9,209 百万円、

営業利益が同 41.9% 増の 534 百万円、 親会社株主に帰属する四半期純利益が同 17.8% 減

の 104 百万円となり、 2 ケタ増収 ・ 営業増益を達成した。

2017 年 4 月期第 1 四半期連結業績の概要

( 単位 ： 百万円 )

16/4 期 1Q 17/4 期 1Q

実績 売上比 実績 売上比 前年同期比

売上高 6,420 － 9,209 － 43.4%

売上原価 4,467 69.6% 6,982 75.8% 56.3%

売上総利益 1,953 30.4% 2,226 24.2% 14.0%

販管費 1,576 24.6% 1,692 18.4% 7.3%

営業利益 376 5.9% 534 5.8% 41.9%

経常利益 262 4.1% 371 4.0% 41.6%

親会社株主に帰属する

四半期純利益
127 2.0% 104 1.1% -17.8%

出所 ： 決算短信よりフィスコ作成
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前年同期比で 40% を超える増収確保となったのは、フルスピードグループのアドテクノロジー

事業 （前年同期比 1,246 百万円増） とモバイル事業 （内訳は 「freebit MVNO Pack」 や DTI 

SIM 等の売上増 884 百万円、 スマートフォン端末売上増 710 百万円） が拡大したことが主要

因。 一方、 売上原価はモバイル事業の売上高増加に伴う帯域仕入費用の増加や固定網の

ユーザートラフィック増加に伴う通信コストの増加といったネットワーク費用※ 1 の増加により同

56.3% 増の 6,982 百万円へ増大したために、 売上総利益率は前年同期の 30.4% から 24.2% へ

6.2 ポイント低下した。 対照的に、 販管費は事業規模拡大に伴う人件費やその他費用の増加

によって 1,692 百万円へ増加したものの、 freebit mobile の会社分割及び固定網の顧客獲得

のためのインセンティブ減少等で広告費及び販売促進費が減少したために、 売上高販管費

比率は 18.4% へ低下した。 この結果、 営業利益は同 41.9% 増益となり、 営業利益率はほぼ

前期並みの 5.8% となった。

経常利益は、 大幅な営業増益によりトーンモバイルの事業拡大に伴う持分法投資損失の

増大をも吸収し、 前年同期比 41.6% 増を確保した。 にもかかわらず、 四半期純利益が減益を

余儀なくされたのは、 前期にあった ( 株 ) ベッコアメ ・ インターネットの雷門ビル売却に伴う固

定資産売却益の反動減があったためだ。

○セグメント別の状況

セグメント別の売上構成は、 ブロードバンド事業 26.7% （前年同期 38.2%）、 モバイル事業

25.6% （同 12.5%）、 アドテクノロジー事業 43.4% （42.3%）、 クラウド事業 5.2% （7.6%） となって

おり、アフリエイトサービスの拡大でアドテクノロジー事業の売上ウエイトが若干拡大したほか、

スマートフォン端末と freebit MVNO Pack の貢献によりモバイル事業の売上ウエイトが大幅に

上昇した。

セグメント別売上構成比（ 期 ）

ブロードバンド モバイル アドテクノロジー クラウド その他

出所 ： 決算短信よりフィスコ作成

a) ブロードバンド事業

売上高は前年同期比 0.4% 増の 2,459 百万円、 セグメント利益は同 3.6% 増の 424 百万円と

増収増益を確保した。 セグメント利益の増減要因を見ると、 既存固定回線の売上減がマイナ

ス要因 （前年同期比 118 百万円減少） として働いたものの、 （株） ギガプライズのマンション

インターネット※ 2 の売上増による利益増 （同 94 百万円増加） や、 （株） ドリーム ・ トレイン ・

インターネット （以下、 DTI） の光コラボ施策が奏功し、 個人向けインターネット ・ サービスが

順調に拡大した （同 81 百万円増加） ことなどでカバーした。 なお、四半期ベースで見ると、ネッ

トワーク関連コストは増加傾向にあるものの、 マンションインターネットの拡大により、 営業利

益は堅調に推移する格好となっている。

 ■決算動向

※ 1  今期から期間損益を適正に反
映させるため、 NTT ドコモの
単価変更による精算見込分
（従来は精算額を第 4 四半期
に一括計上） を四半期ごとに
計上する方法へ変更した。 こ
れにより、 売上原価は前年同
期に比べ数百万円少なくなっ
ている。

※ 2  導入実績は 1Q 末、 15.5 万個
（前期末比 1.35 万戸増加）で、
通期目標 19.8 万戸に向けて
順調に進捗している。
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期 期

（百万円）

ブロードバンド事業、売上高・セグメント利益の推移

売上高 それ以外） 売上高（マンション） 営業利益（右軸）

出所：決算説明会資料よりフィスコ作成

（百万円）

期 期 期 期 期 期 期 期

（予）

（万戸）
マンションインターネットの導入実績推移

通期目標

実績

出所 ： 決算説明会資料よりフィスコ作成

b) モバイル事業

売上高は同 193.1% 増の 2,354 百万円と大幅に増加したほか、 セグメント損失も 3 百万円

（前年同期は 51 百万円の損失） へ縮小し、 黒字転換が視野に入る格好となった。 これは、

1) 「freebit MVNO Pack」 の提供先の （株） U-NEXT<9418> を始めとする MVNO 事業者によ

るユーザー獲得が順調に推移し、 MVNO 向け帯域卸売事業が順調に拡大した、 2) 訪日外人

観光客向けプリペイド SIM 販売／レンタルルータが好調 （2015 年 2 月からのプリペイド SIM

累計販売枚数は 70 万枚を突破） となった、 3)DTI の個人向けモバイル高速データ通信サー

ビス 「DTI SIM」 が順調に推移した、4) スマートデバイス事業は、トーンモバイル （株） のスマー

トフォン端末 「TONE m15」 を販売する TSUTAYA 等の店舗数が 37 店舗へ増加し、 端末出

荷が堅調に推移した――などを挙げることができる。

 ■決算動向
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c) アドテクノロジー事業

売上高は同 45.5% 増の 3,999 百万円と大幅な増収となった。 一方、 セグメント利益は （株）

フルスピードの貸倒損失引当金の繰入額増加というマイナス要因があったものの、 同 32.4% 増

の 251 百万円と大幅な増益を確保した。 （株） フルスピード※ 1 は、 注力している独自広告運

用総合プラットフォーム「AdMatrix」やスマートフォン向け動画アドネットワーク「PolymorphicAds」

等が順調に拡大した。 さらに、（株） フォーイットは、アフィリエイト・サービス・プロバイダー （ASP）

※ 2 として独自のアフィリエイトサービス 「アフィリエイト B」 ※ 3 の提供に注力したことにより、 既

に優位性を築いている美容、 ヘルスケア業界へのサービス提供に加えて、 不動産、 金融など

の新たな業界へのサービス提供が進んだことにより、 事業規模、 収益規模が一段と拡大し、

セグメント利益の増加に大きく貢献した。

期 期

（百万円）
アドテクノロジー事業 売上高・セグメント利益推移

売上高 営業利益

出所：決算説明会資料よりフィスコ作成

d) クラウド事業

売上高は同 2.3% 減の 475 百万円と減収ながら、 セグメント利益は同 97.2% 増の 38 百万円

と大幅な増益となった。 ハウジングやホスティングなどレガシーサービスの減少による売上、

利益減が続いているものの、 ハイブリッドクラウド※ 4 商材の販売拡大によりカバーし、 増益を

確保した。

期 期

（百万円）
クラウド事業 売上高・セグメント利益推移

売上高 営業利益

出所：決算説明会資料よりフィスコ作成

 ■決算動向

※ 1  フルスピードの 2017 年 4 月期
第 1 四半期連結業績は、 売
上高が 4,905 百万円 （前年同
期比 39.3% 増）、 営業利益は
238 百万円（同 27.5% 増）となっ
た。

※ 2  広告主とリンク元となるサイト
運営者を仲介する業者。

※ 3  約 55 万のパートナーサイトを
ネットワーク化。 PC のノウハ
ウを活かし、タブレット・スマホ・
モバイルでもサービスを展開
している。

※ 4  クラウドとは、 ソフトウェア等を
ネットワーク越しに利用者に提
供する仕組みや、 そのデータ
が蓄積 ・ 運用されているデー
タセンターやサーバー群の総
称。 このうちパブリッククラウド
とは、 インターネットから誰で
も利用できるようなサービスや
システムを言う。 一方、 プラ
イベートクラウドとは、 大企業
などが自社ネットワーク上で利
用するためのサービスやシス
テムを言う。 そして、ハイブリッ
ドクラウドとは、 その両方を組
み合わせたもので、 それぞれ
の長所を組み合わせることで
セキュリティ管理やコスト管理
を向上させることができる。
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注力領域の 3 分野の 1 つであるヘルスケア事業へ参入。 事業拡

大戦略が着実に進展

(2) 2016 年 5 月以降の取り組みと 2017 年 4 月期業績見通し

a) 2016 年 5 月以降の取り組み

今年 6 月に発表した 4 ヶ年の中期事業方針 「SiLK VISION 2020」 で、既存の好調事業 「モ

バイル」、 「アドテクノロジー」 領域の成長に加えて、 新規事業を有する 「生活革命」 に関連

する 「Health Tech」、 「IoT」、 「不動産 Tech」 の 3 分野を注力領域とする事業拡大戦略を展

開することで、 2020 年 4 月期に売上高 500 億円、 営業利益 50 億円を目指している。

その注力 3 分野の 1 つである 「Health Tech」 の分野で、9 月に、光通信グループの （株）

EPARK の子会社で、 薬局総合ポータルサイト 「EPARK くすりの窓口」 の運営を始めとする

薬局業界に特化した様々なサービスを展開する （株） EPARK ヘルスケアの株式を取得、 連

結子会社化し、 ヘルスケア事業に参入した。 これは、 1) 同社グループが保有するアドテクノ

ロジーを活用したマーケティングノウハウやアフィリエイトネットワークと、 （株） EPARK の保有

する各種データベースを組み合せることで、 顧客満足度の高いヘルスケア関連サービスを提

供する、 2) 同社が保有する特許技術やインターネット ・ サービスのインフラを活用し、 全国

57,000 店を超える規模の調剤薬局のネットワーク化のほか、 ヘルスケア領域における新たな

プラットフォームを構築する、 ――などを狙ったものと考えられる。

一方、 マンションインターネット分野では、 子会社の （株） ギガプライズが 7 月から （株）

U-NEXT が提供する動画配信サービスを附帯するインターネット接続サービスの提供を開始し

た。 加えて、 年間数万戸の新築賃貸物件を供給する大手建設不動産グループ管理会社とイ

ンターネット接続サービスの OEM 提供で包括契約を締結、 そのグループ管理会社が供給す

る 7 月の新商品から順次導入が開始されている。

同社では、 グループの技術力や事業リサースを活かした新サービスの提供準備を行うとと

もに、 これからの世界の趨勢を見据えたシード投資等を行っているとしており、 今後、 「IoT」

や 「不動産 Tech」 の分野でも動きが具体化してくると予想される。

b) 2017 年 4 月業績見通し

第 1 四半期実績の通期計画 （売上高 35,000 百万円、 営業利益 2,000 百万円、 親会社株

主に帰属する当期純利益 250 百万円） に対する進捗率は、 売上高 26.3%、 営業利益 26.7%、

親会社株主に帰属する四半期純利益 41.8% となっており、 前年同期の実績 （売上高 22.6%、

営業利益 19.8%、 親会社株主に帰属する四半期純利益 23.0%） をそれぞれ大幅に上回る格

好となっている。
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第 1 四半期業績の進捗率と通期会社計画の概要

( 単位 ： 百万円 )

16/4 期 17/4 期

1Q

実績
売上比 進捗率

1Q

実績
売上比

前年

同期比
進捗率 計画

売上高 6,420 - 22.6% 9,209 - 43.4% 26.3% 35,000

ブロードバンド 2,450 38.2% 24.5% 2,459 26.7% 0.4% 22.3% 11,041

モバイル 803 12.5% 16.0% 2,354 25.6% 193.1% 27.9% 8,451

アドテクノロジー 2,748 42.8% 23.5% 3,999 43.4% 45.5% 28.4% 14,099

クラウド 486 7.6% 24.3% 475 5.2% -2.3% 25.0% 1,899

営業利益 376 5.9% 19.8% 534 5.8% 41.9% 26.7% 2,000

ブロードバンド 409 16.7% 24.3% 424 17.3% 3.7% 28.4% 1,493

モバイル -51 -6.4% － -3 -0.1% － － 92

アドテクノロジー 189 6.9% 20.9% 251 6.3% 32.4% 22.0% 1,110

クラウド 19 4.0% 22.7% 38 8.0% 97.2% 48.8% 78

経常利益 262 4.1% 18.1% 371 4.0% 41.6% 24.7% 1,500

親会社株主に帰属する

当期純利益
127 2.0% 23.0% 104 1.1% -17.8% 41.8% 250

注 ： セグメント利益の売上比はセグメント利益率

出所 ： 決算短信、 決算説明会資料よりフィスコ作成

弊社では、第 1 四半期の進捗率が前期を上回る順調なペースとなっていることに加えて、1)

マンションインターネット分野で第 2 四半期以降大手建設不動産グループ管理会社との包括

契約の効果が本格的に貢献してくると期待され、 同分野の順調な推移が予想される、 2) フル

スピードの第 1 四半期の貸倒引当金の計上によるマイナスはあるが、 アドテクノロジー事業

の堅調が続くと見込まれる、 3) トーンモバイルの事業拡大によりスマートフォン端末事業が拡

大することや MVNO 向け帯域卸売事業が順調に推移することでモバイル事業の拡大が続くと

予想される、 ――ことなどから、 順調なスタートを切ったと見ている。
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